
『無垢 の歌』における 「無垢」の

二面性 について

麻 生 雅 樹

ブレイクの作品である 『無垢の歌』を取り上げ,詩 とその版画の解釈を中心に,彼

の意図した 「無垢」が,二 面性をもっていることを浮 き彫 りにしている。それは,一

方で,無 邪気な子供の直感による`vision'を通 して現出する神=キ リス トの愛 と守りの

世界を歌い上げ,も う一方で,大 人への成長と,社 会的抑圧に対する 「無垢」の脆 さ

を暗示させ る。この二面性 を明らかにすることで,『 無垢と経験の歌』における対立

概念 という,常 に人間の本質を追及したブレイクの思想に近づけることになる。

キーワー ド:「 無垢」の二面性

ブレイク(WilliamBlake,1757-1827)32歳 の 時 に編 まれ,彫 版 された 『無

垢の歌』')(Songsoflnnocence,1789)は,子 供,小 羊,自 然 などをモチー フ

に,神 も し くは神 の愛 の遍在 を歌い上げた詩集である。 ブ レイクが この詩集で

主 に子供 を描 いたのは,彼 の意図 した 「無垢」 の世界が,幼 く,無 邪気 な子供

の直感 や`vision'に よ って到達 で きる ものだか らであ る。 その世界の 中で,

子 供達 は神,特 に,キ リス トや親の愛 によって守 られ,喜 びを分 かちあう。 し

か し,人 間が いつ まで も子供でい られないの と同 じよ うに,そ の世界 にいつ ま

で もい るこ とはできない。それは,大 人への成長 と現実社会の影響 によって,

常 に失 われ る ものなのであ る。

ブ レイ クは 『詩的素描 』(PoeticalSketches,1783)の`Blind-Man'sBuff'

とい う詩 の 中で,無 邪気 な子供 の遊 びがち ょっ とした きっか けで台無 しになる

様 を描 いて いる。
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Butdownhecame.一 一一Alas,howfrail

Ourbestofhopes,howsoontheyfail!2)

楽 しい 目隠 し遊びの最中,鬼 とな った男の子が,悪 戯 によってつ まづ き,け

が を して しまう。 この ように,子 供 の無邪気 な遊 びの裏 には,い つ も危険がつ

きまとってい る。 まるで,無 垢な子供達が,目 隠 しをされて人生 を歩 んでい く

ような脆 さを表現 した詩で はないだ ろうか。

『無垢 の歌』の`Introduction'か ら わか るように,こ の詩集 は子 供達 を喜

ばせ るための もので あ り,`Lamb',す な わち,キ リス トにつ いて歌 った もの

で あるが,そ こには,必 然 的な脆 さが潜 んでい る。 この二面性 について,『 無

垢 の歌』 か ら四つ の詩 を取 り上 げ,詩 の解釈 を中心 にして,明 らかに してみよ

うと思 う。

1`TheEcchoingGreen'と`Nurse'sSong'

この二 つの詩 は非常 に似通 った設定 をもってい る。楽 し く遊ぶ子供達 とそれ

を見 守 る大 人達の愛情,`green'の イ メ ージで高 め られ た 自然 のみずみず し

い描写,疲 れ る まで遊 ぶ子供 達 の無 邪気 さ,`ecchoing'や`ecchoed'の 語

に よって表現 され る,子 供達 の喜 びの空 間の広が りなどであ る。 しか し,注 目

したいの は,ど ち らの詩 にも時間の経過 が見 られる とい う共通点であ る。

`Th
eEcchoingGreen'の 第二連 で,`OldJohn'を は じめ とす る`theold

folk'は 子 供達 の楽 しそ うな様子 を見 なが らこう言 う。

`Suchsuchwerethejoys

Whenweallgirls&boys,

Inouryouth‐timewereseen

OntheEcchoingGreen.i3'

子 供 の無邪気 な喜 びが普遍的で ある とす るこの詩行 には,`old'で 表 現 され

一162一



『無垢の歌』における 「無垢」の二面性について(麻 生)

る彼 らの,人 生 にお ける長い時の経過が過去形で示 されている。 もちろん,彼

らの語る回想 には否定的 な悔恨 の情 は込め られていない。 しか し,大 人へ の成

長が子供 の無邪気 な遊 びを過去の もの として しまい,そ れは避 け られない もの

である ことが十分 に読み取れる。 これ を伏線 として,最 終連 では もう一 つ別 の

時間の経 過が ある。

Tillthelittleonesweary

Nomorecanbemerry

Thesundoesdescend,

Andoursportshaveanend

Roundthelapsoftheirmothers

Manysistersandbrothers,

likebirdsintheirnest,

Arereadyforrest

Andsportnomoreseen,

OnthedarkeningGreen.`

太 陽が沈 む とと もに,子 供達 の楽 しい遊 びは終 わ りを迎 え,大 人達 に連 れら

れて家路 につ く。 この時間の経過 は,た だ単 に一 日の終 わ りを示 しているだけ

ではない。 この詩の話者は,野 原 で遊 ぶ子供達 の中の一人で ある と考 え られ る

が,最 終連 を注意深 く見てみる と,そ こには無邪気 な遊 びの 頃を過 ぎて,大 人

へ の一歩 を踏み 出す若者 の姿 も描 かれ てい るのであ る。遊 び疲 れてい るの は

`
we'で は な く`thelittleones'で あ り,子 供達が戻 る母親 の膝 は`thelaps

oftheirmothers'で あ る。 自分 を小 さな子 供達か ら離 して考 えよ うとす るこ

の話者 の態 度 には,大 人への成長が見 られる とともに,無 邪気 な遊 びや母親の

保護 を失 った哀愁が感 じられ る。それ は,一 行 目の`Till'や 最 後 の二行が,

時 の はか な さと,も う二度 と戻 れない子供 の遊 びの世界 を惜 しむ,微 妙 な感情

と一致す る。そ して さらに,彼 の心理 にはブ レイクの積極的 な共通意識が はた

らい てい る と言 えるのではない だろ うか。
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こ の詩のモチ ーフは 『無垢の歌』 に先立 って,『 詩的素描』 の中の`Song'に

す で に現れてい る。

Ilovethelaughingvale,

Ilovetheechoinghill,

Ilovetheoakenseat,

Beneaththeoakentree,

Wherealltheoldvillagersmeet,

Andlaughoursportstosee.5)

この 詩は,ブ レイクの若い頃のみず みず しい感情 を表現 した ものであ るが,

最 終連では,そ の感情 が 「キテ ィー」 という女 の子 に向 け られ,`theechoing

hill'が 象徴 す る無邪気 な喜 びの世界 を抜 け出 し,異 性へ の愛 に目覚 める多感

な青年の心境 を描 いている。

この詩 を基礎 と して`TheEcchoingGreen'が 書 かれ た とす る と,若 者の

視点が,ブ レイクの若い頃 と同 じ意識 をもった もので ある とい うこ とになる。

つ ま り,子 供 の無邪気 な遊 びがいつ かは見 られ な くな り,大 人へ の成長 の中で,

過 去の もの になるとい う共通意識が,最 終連 での若者 の視点 を,ブ レイク との

間で曖昧 にさせてい るのだ。 この裏 には,`Song'か ら`TheEcchoingGreen'

まで の ブ レイク自身の時間の経過があ り,若 者 を通 して,子 供 か ら大 人へ の成

長 を見つ めたブレイクの目があ ることに気がつ くのである。

大人へ と成長す る若者の姿 は,絵 の 中にも表現 されている。一枚 目の版 画の

下半分 に描かれてい る繊細 な巻つ るは,二 枚 目の版 画では,た くましい木 に成

長 してお り(ケ インズ は 「命 の木」`TreeofLife'と よ んでい る),枝 か ら大

きな葡萄 の房 をぶ ら下 げてい る。一枚 目の版画で,バ ッ トと輪 っか をもった二

人 の男 の子 は青年 とな り,熟 した葡萄 をちぎっていて,そ の うちの一人は,下

にいる女 の子 にひ と房手渡 している様子が描かれてい る。彼 らは 「経験」の途

上 にあ り,「 無垢」 の年令か ら性の 目覚め る年令へ の過渡期 にいるのだ6)。 この

一164一



『無垢の歌』における 「無垢」の二面性 について(麻 生)

詩 は単 に子供 の無邪気 さを歌 った ものではな く,親 達 に守 られ る 「無垢」か ら

脱却 し,す ぐにで も恋愛 に目覚め る若者 達の歌 で もあ り,「 経験」へ の移行 を

ほのめかす歌 である。 ブ レイクが この詩 に描 いた,楽 しい喜びの情景 に もかか

わ らず,時 のはかな さとい う概念が詩の底 に脈 々と流れている。

`N
urse'sSong'で も,子 供 の遊 び とそれ を見守 る乳母 との関係 を通 して,

喜 びの世界が歌 われているのだが,こ こに も時問の経過 と 「無 垢」の はかな さ

を読み取 るこ とが で きる。

第一連 で この詩 の語 り手であ る乳 母 は子 供 たちの声 や笑い声 を野原 に聞 く

と,心 の安 らぎを感 じる とい う。

Whenthevoicesofchildrenareheardonthegreen

Andlaughingisheardonthehill,

Myheartisatrestwithinmybreast

Andeverythingelseisstill's

しか し,こ こで は現実の特定 された時間は示 されていない。 よって,子 供 た

ちの喜 びに満 ちた 「無垢」の世界 が普遍 的に歌 われている と考 え られる。

それに続 く第二連 と第三連では乳母 と子供達 との会話が ある。

`Thencomehomemychildrenthesunisgonedown

Andthedewsofnightarise

Comecomeleaveoffplayandletusaway

Tillthemorningappearsintheskies.'

`Nonoletusplay
,foritisyetday

Andwecannotgotosleep

Besidesinthesky,thelittlebirdsfly

Andthehillsareallcoverdwithsheep'$
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太 陽が傾 き,一 日が終 りに近づ くとともに,乳 母 は遊 び をやめて家 に帰 ろ う

と言 うのであるが,彼 らはまだ昼 だ し,寝 ることなんてで きない とい う。この

一 日の時間の経過 に対す る乳母 と子供達 の立場の違 いは ,「 無垢」の世界 で無

邪気 に遊 び,そ の瞬 間の喜 びを楽 しむ子供 の立場 と,成 長 によって,そ の世界

を失 った,大 人 と しての乳母 の立場 の違い に相 当するだろ う。子供達 に とって,

今 はまさに`day'で あ り,鳥 や羊のい る野原 は どう見て も,や さしき神 の愛

に守 られた 「無垢 」の世界 なのであ るが,乳 母 は,単 なる一 日の時間の経過が

呼 び起 こす,も っと大 きな時間の流れ を彼女 自身の経験 か ら感 じ取 っている。

その彼女の過去,未 来 とい う時 間の感覚が今 とい う現 実 を見 えな くさせ,ま た

その感覚 によって現在 に不安 を感 じてい るので ある9)。現在 の時間の感覚 を失

って,不 安が生 じた乳母 には鳥や羊,そ して子供 達のい る野原 さえも見失 った

かの ように 日が沈 み行 くと感 じ,`thedewsofnight'を 恐 れるのである。`the

dew・ ・fnight'は`TheLittl・B・yL・ ・t'の ∫w・twithdew'やr経 験 の歌』

の`Introduction'に お け る,`Andweepingintheeveningdew'の よ う に

不安 と悲 しみ を象徴 してい る。

結局子供達の話 を聞 くうちに,現 実 を取 り戻 した乳母 は,ま だ遊 んで もよい

と許可 を与 える。それ は 「無垢」の世界 にいる無邪気 な子供 達へ の愛 とやさ し

さであ る とともに,子 供達 に対す る時のはかなさを思い,一 日の終わ りの中で,

少 しつつ失 われてい く遊 びの時 間を大切 にしようとす る態度 で もあ るだろ う。

さて,最 終連の最後の二行 は慎重 な解釈が必要である。

Thelittleonesleaped&shouted&laugh'd

Andallthehillsecchoedlo)

他 の 詩行 は現在形 で書 かれているのに対 し,こ の二行 は過去形 で書 かれ てい

る。最初 にみた ように,こ の詩の冒頭には特定 の時 間の設定 はない。 このこ と

か ら考 えると,五 行 か ら十四行 目までの会話 が不特定 な過去 の出来事 を,乳 母

が思い起 こしてい ると考 えられ るだ ろう。つ まり,こ こには現在へ と戻 る時 間

の経過が あ り,子 供た ちの 「無垢」 も,彼 らが大人にな ることによって,失 わ
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れ た ことが暗示 され てい るのである。

ケイ ンズ は,こ の詩 の版画の解釈 において,右 手 中央 に描かれてい る`weep-

ingwillow'が,人 生 のすべてが楽 し く,そ してゲームでは ないこ とを表 わ し

た ものであ ると してい る1'〉。

この ように,`TheEchoingGreen'と`Nurse'sSong'を 解 釈す る と,「 無

垢」 の世界 を高 らか に歌い上げる とともに,成 長 に よって,そ の世界 を失 うと

い う必然性 とはか なさが盛 り込 まれているのに気付 くのであ る。

2`TheLittleBIackBoy'と`TheChimneySweeper'

こ の二つ の詩で は,社 会的に強 いたげ られている最下層の子供達 に焦点が当

て られ てい る。そ こにはブ レイクの現実社会 を見つめ る厳 しい 目と,弱 い立場

にあ る子供 に対 す る愛情 が表現 され ている。 その二つの感情が,そ れぞれの詩

の 中で,ひ とつ は子供達 の`vision'を 通 して,強 烈 なキ リス トの愛 に守 られ

た 「無垢」 の世界 とな り,一 方 では,「 経験」 の世界へ と押 しやる現実社 会 に

対す る不可 避性の暗示 となって現れ てい る と思 われ る。

まず,`TheLittleBlackBoy'を 見 てみ る と,第 一連 では`1'で 語 る黒 人

の男の子 は黒人 に生 まれた ことを気 に しているようであ る。

Mymorherboremeinthesouthernwild,

AndIamblack,butO!mysouliswhite.

WhiteasanangelistheEnglishchild

ButIamblackasifbereav'doflight.12'

この 黒人 の少年 は,現 実社会の黒人 に対す る不当な扱 いを,身 を もって感 じ

てい る。彼 は 自分 の魂が 白い と主張す るのだが,ま るで生 まれなが らに神 か ら

見離 され,光 を奪 われたような黒人 と して生 まれた ことを気 に しているのであ

る。その事実 は彼 に重 くの しかかってい る。それ に対 して,イ ギ リスの子供 は

天使 の ように白い。 この ように,現 実社会への不満が神へ の不信 とな り,彼 は
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ま さ に 「無 垢 」 を失 い か け て い る 。 そ こ に は 神 の 愛 も な く,現 実 社 会 の 厳 し さ

に た だ 直 面 し て い る だ け で あ る 。

そ こ で 彼 の 母 は ひ と つ の 教 え を授 け る 。

`Lookontherisingsun!thereGoddoeslive

Andgiveshislightandgiveshisheataway;

Andflowersandtreesandbeastsandmenrecieve

Comfortinmorningjoyinthenoonday.

`Andweareputonearthalittlespace
,

Thatwemaylearntobearthebeamsoflove;

Andtheseblackbodiesandthissun‐burntface

Isbutacloud,andlikeashadygrove.

`Forwhenoursoulshavelearn'dtheheattobear

Thecloudwillvanishweshallhearhisvoice,

Saying:"comeoutfromthegrovemylove&care

Androundmygoldententlikelambsrejoice."'13)

神 の 愛 は 太 陽 の 光 と 熱 に よ っ て,地 上 の す べ て の も の に 注 が れ,安 ら ぎ と喜

び を 与 え て い る 。 人 間 は そ の 肉 体 を 通 して`thebeams'や`theheat'と な

っ た 神 の 愛 に 耐 え る こ と を 学 ぶ の で あ る が,魂 が そ れ を 学 べ ば,雲 に 過 ぎ な い

肉 体 は も は や 消 え て し ま う 。 こ の 地 上 に お い て,肉 体 は 魂 が 神 の 愛 に 耐 え る こ

と を 学 ぶ た め の 器 官 で あ り,黒 人 で あ ろ う が 白 人 で あ ろ う が,そ れ が 消 え れ ば,

第 一 連 で 黒 人 の 男 の 子 が 主 張 す る よ う に,魂 は 皆 同 じ な の で あ り,神 の`golden

tent'の ま わ り で 一 緒 に 楽 し む こ と が で き る の で あ る 。

太 陽 の 光 と し て の 神 の 遍 在 と,肉 体 と魂 を 分 け る こ と に よ っ て,魂 の 平 等 性

を 説 く母 の 教 え は,黒 人 と し て 当 然 受 け る こ と に な る 不 当 な 扱 い や,そ れ に伴

う 嘆 き と 悲 しみ を天 国 で の 救 い で 癒 す も の で あ る 。 人 間 が こ の 世 に い る の は ほ
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ん の一瞬 の ことであ り,人 生 において,避 け られない多 くの苦難があ ろう とも,

それ は神 の もとへ と行 く準 備 なのである。現世 の否定 ともとれ るが,母 の今迄

の経験か ら得 た賢い教 えであ り,そ れは息子へ の愛 なのであろ う。 さらには,

強 烈 な神 の愛の光 と熱 に耐えるには黒人 の方が より勝 っている ことを暗示 さえ

してい る。

しか し,こ の母の教 えは,第 一連 で黒人 の男 の子が示 した色 の違い について

の嘆 きに根本 的 な解決 を与えていない。彼女 の説明で は,生 まれなが らに黒人

は黒人,白 人 は白人であ り,人 生 において黒人 は劣勢 に立つが,あ の世では皆

平等 である と言 ってい るに過 ぎない。 それな らば,こ の教 えは,つ らい人生 を

より耐 え うるもの にす るための知恵 だ とい うことがで きよう。 しか し,生 きる

希望 ではあ るが,息 子の嘆 きは嘆 きのまま残 され て,現 実社会では,そ の教 え

が,息 子 に向 けられ る抑圧 をさえ ぎるこ とはで きないのである。 しか しなが ら

その母 の教 えは息子 にひとつの`vision'を 与 えることになる。

AndthusIsaytolittleEnglishboy

WhenIfromblackandhefromwhitecloudfree,

AndroundthetentofGodlikelambswejoy

Illshadehimfromtheheattillhecanbear

Toleaninjoyuponourfather'sknee

AndthenIllstandandstrokehissilverhair

Andbelikehimandhewillthenloveme.14'

こ の`vision'は 母 の教 えをきっか けと して,短 絡的 とも言 える幼 い子供 の

直感 に よって導 き出 された もの だが,彼 の`vision'は 重 要 な部分 で母 の教 え

と異 なって い る。彼 は,イ ギ リス の男 の子 と共 に`thetentofGod'の ま わ

りで,羊 の ように楽 し く喜び合 うこ とがで きるこ とを確信 するが,彼 独 自の`vi-

sion'に よって初めて,「 無垢」 を取 り戻 すのである。

彼 の`vision'で は,彼 とイギ リスの子供 は雲か ら抜 け出た後 も,肉 体 の機
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能 は維持 している。なぜ な ら彼 は,神 の膝 にもたれ るため に熱か らイギ リスの

子供 を守 り,耐 えれる ようにす る と言 ってい るか らであ る。 これ は,神 の愛 の

熱 によ り耐 えやすい ように作 られた黒人 の肉体の優位性 を未 だ備 えているか ら

にほか ならない。恐 らく彼 の母 が説 く肉体 と魂の二元的 な教 えは,彼 の理解 を

越 えてい るのだろ う。 ましてや,天 国が どんなところなのか を理解す ることは

不可能であ る。結局,こ の黒人の男の子は`vision'に よって時 間 と空 間 を越

えた天国,つ まり`thetentofGod'を 地 上 に築 き上 げ た と言 え るので はな

い だろうか。母が救い をあの世 に見いだ しているのと反対 に,息 子 はあ くまで

もこの現世 において神 を見いだそ うとしているので ある。彼 の 「無垢」の世界

で は,雲 から抜け出 ることが肉体その ものか らの遊離 を意味す るのではな く,

社 会か ら蔑 まれてい るだ けの黒い肌 を脱 ぎ捨 てる というこ とを意味 してい ると

思 われ る。 イギリスの子供 に しても,社 会か ら認 め られているだけの白い肌 を

脱 ぎ捨 てるこ とを意味す る。そ うすれば,黒 人の男 の子 の肉体 は,神 の愛の熱

に耐 える とい う優位性 を持 った肉体だけ を持 つこ とにな り,社 会 的影響 を受 け

ないで,お 互い喜 んだ り,愛 し合 うことがで きるのである。

彼 の到達 した 「無垢」 の状態 は現世 における神 の認識 であ り,肉 体 とは切 っ

て も切 れない。 それ は幼 い子供 の直感や`vision'に よ って得 られ るもの なの

である。 その ように して築 かれ た「無垢」の世界は とて も貴重な ものであるが,

そ れゆえに,と て も脆い ものだ と言 えることがで きるだろ う。 これはあ くまで

も黒 人の男 の子 だけの世界 であ り,イ ギ リスの子供 の ものではない。現実 を見

つめる と共に,彼 の 「無垢」 の世界 は崩壊 を始める。現 実のイギ リスの男 の子

は 自分 を好 きにな って くれ るか わか らないのであ る。その不安 は彼 の 「無 垢」

の世界 を侵食す る。最終連 の最後 の二行 は,そ の不安 を見事 に表わ している と

いえるだろ う。子供 の幼 い直感 は`vision'を 通 して,こ の現世 に 「無垢」 の

世界 を現 出 させ,神 の認識へ と到達 させ る。 しか しその世界 さえ も,現 実の壁

に阻 まれて しまう性 質の ものである。

`TheChimne
ySweeper'で も`TheLittleBlackBoy'と 同 じ く,社 会

の最下層 に置 かれている煙突掃 除の少年が苦境の中で 「無垢」 を見いだす。

この詩 の語 り手で あ る`1'は,母 と父 をな くし,ま だ`weepweep'と し
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か 言 え な い の に,父 に 売 ら れ て し ま っ た 不 幸 な 境 遇 で あ る 。 そ し て 煙 突 掃 除 を

して い る 。 し か し,彼 は く よ く よ せ ず,そ れ ど こ ろ か,同 じ煙 突 掃 除 仲 間 の ト

ム ・デ イ カ ー が 羊 の よ う な 巻 毛 を 切 ら れ て 泣 い て い る と き,こ う 説 く の で あ

る 。 ・

`HushTomnevermindit
,forwhenyourhead'sbare,

Youknowthatthesootcannotspoilyourwhitehair.'15>

こ こ で の`1'は`TheLittleBlackBoy'の 母 と 同 じ役 割 を 持 っ て い る 。

黒 人 の 男 の 子 が 黒 い 肌 を 嘆 く よ う に,白 い 巻 毛 を切 ら れ て トム が 嘆 い て い る と

き,`1'が 説 く の は,ト ム の 魂 の 白 さ で あ り,そ れ は い く ら煤 に ま み れ よ う と

も,汚 さ れ る こ との な い もの だ と い う こ と で あ る 。 トム ・デ イ カ ー は 黒 人 の 男

の 子 と 同 じ よ う に 納 得 す る 。 そ して そ の 夜,夢 を 通 し て`vision'を 見 る の で

あ る 。

AsTomwasasleepinghehadsuchasight,

ThatthousandsofsweepersDick,JoeNed&Jack

Wereallofthemlock'dupincoffinsofblack,

AndbycameanAngelwhohadabrightkey,

Andheopen'dthecoffins&setthemallfree.

Thendownagreenplainleapinglaughingtheyrun

AndwashinariverandshineintheSun.

Thennaked&white,alltheirbagsleftbehind,

Theyriseuponclouds,andsportinthewind.

AndtheAngeltoldTomifhe'dbeagoodboy,

He'dhaveGodforhisfather&neverwantjoy.16'
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何 千 という煙突掃除人 たちが黒 い棺桶 に囚われてい る。 これ は彼 らの厳 しい

状 況 を表 現 した もの だ と考 え られ,`TheLittleBlackBoy'で 言 え ば,雲 の

ような もので ある。 そこに天使が蓋 を開けにや って きて,彼 らは自由 にな り,

野 原で跳 びはねた り,笑 った りして楽 しむ。 ま さに`TheLittleBlackBoy'

の`thetentofGod'の ま わ りで遊 ぶ子供 達 と同 じで あ る。天使 は トム に,

も しいい子 に してい た ら神 とい う父 を もつ ことになる し,喜 び も決 してな くな

らない という。

この`vision'を 通 して トムは,神 の認識 に至 るのであ る。彼 の 「無 垢」の

世界 は,神 の愛 による自由を彼 に確信 させ た。その思い はこれか らの生活 にお

ける希望 となるだろう。

AndsoTomawokeandweroseinthedark

Andgotwithourbags&ourbrushestowork.

Tho'themorningwascold,Tomwashappy&warm.

Soifalldotheirduty,theyneednotfearharm.17)

しか し,そ の救 いは最後 の一行 に見 られ るように教訓 的で ある。 トムは`vi-

sion'に よって神 の存在 を啓示 されたが,そ の 「無垢」 の状態で と どまる こと

は不可能 であ り,結 局,現 実社会へ引 き戻 され ることになる。確か に トム には

希望 が生 まれたか も知 れ ない。 しか し,ケ イ ンズが言 うよ うに`duty'が こ

の現世 を生 きるこ とを意味す るな らば,そ の教訓的 な最終行が,現 実社会か ら

目を背 けるこ との難 しさを暗示 しているように思 われ る。この行 の語 り手 は`1'

な の であろうか。`their'や`they'の 語 は語 り手 を曖昧 にさせ ている。 ここ

には 「無垢」 の大切 さ と神 の愛 の尊 さが示 され る と共 に,現 実社会の厳 しさに

直面 して,こ のように教訓 的にな らざるを得 なか ったブ レイクの ため らい を感

じさせ るので ある。
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3結 語

これまで見て きた ように,子 供達 の感覚 と想像力が作 り出す 「無垢」 の世界

を通 して,神 と神の愛 を見いだすこ とは,普 遍性を もち,と て も貴重 な もので

あるが,大 人への成長 と社会的抑圧 に よって失われてい く性質 を もっている。

これは,神 もしくは神の愛に守 られた喜びの世界だけが存在す るこ とはで きな

い とい うこ とであ る。無垢な子供達 も,永 久 に 「無垢」の世界 に とどまってい

る ことはで きない。 それ は,人 間の本質 に大 きく関わ っているのであ る。

『無垢 の歌』 は,キ リス トの愛 と守 りとい う,純 粋無垢な世界 を歌 ったもの

だが,ブ レイクの他 の作 品 と比べてみ る と,異 質 だ とい えるだろ う。確か に,

『詩 的素描』 の一本 に書 かれた詩(`SongsbyShepherds',MSPoemsinPoeti-

calSketches,178918))の`Song3dbyanoldShepherd'に もみ られ る よう

に,「 無垢」は,つ らい人生の襲 い来 る嵐 に打 ち勝 つ ものである とい う考 えが,

一 時
,ブ レイ クにあ った ようだ。 しか し,そ れは,ブ レイクの求め た人 間の本

質的 な姿で は なか った。そのはかな さをも描 き,そ の 「無垢」 の二面性 の気づ

きか ら 「経 験」 との対立 を通 して,人 間の本 質へ と迫 る魂 の探求へ と深 め られ

るのである。

この詩集 はその後,『 経験の歌』(SongsofExperience,1974)と 合 本 され,

人 間の魂 の二つの相反す る状 態 を示 す もの と して完成する ことになるが,こ れ

は,対 立 とい うブ レイクの重要な思想 を表わす ための必然 的な結果 であ った。

この対 立概 念 を考 える上で,『 天 国 と地獄 の結婚』(TheMarriage(fHeaven

andHell,1792)は 欠 かす ことので きない作 品である。その中で,ブ レイ クは

こう書 いてい る。

Withoutcontrariesisnoprogression.AttractionandRepulsion,

ReasonandEnergy,LoveandHate,arenecessarytoHumanexistence.

FromthesecontrariesspringwhatthereligiouscallGoodandEvil.

GoodisthepassivethatobeysReason.Evilistheactivespringingfrom
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Energy.

GoodisHeaven.EvilisHell.19'

人 間 存 在 に お け る 対 立 の 必 要 性 は 善 と悪 の 問 題 に 大 き く関 係 して お り,そ こ

に ブ レ イ ク の 求 め た 人 間 の 本 質 が あ る と言 え る 。 そ して,こ の 作 品 に 見 ら れ る

善 と悪 の 問 題 は,ラ ヴ ァ ー タ ー(JohannCasparLavater,1741-1801)の 『人

間 に つ い て の 格 言 』(AphorismsonMan,1788inEnglish)へ の 書 き 込 み で

わ か る よ う に2°),早 い 段 階 か ら ブ レ イ ク の 心 を 捕 え て い た 。 つ ま り,『 無 垢 の

歌 』 に 取 り か か っ て い る 頃 か らす で に,人 間 の 本 質 が 単 純 な もの で は な く,二

重 の 存 在 で あ る こ と に 気 づ い て い た の で あ る 。

後 に`AuguriesofInnocence'の 中 で,彼 は こ う書 い て い る 。

ManwasmadeforJoy&Woe

andwhenthiswerightlyKnow

ThrotheWorldwesafelygo

JoyandWoearewovenfine

ACIothingforthesouldivine21)

こ れ こ そ,ブ レ イ ク が み た 人 間 の 本 質 で あ り,こ れ か ら を 生 き て い く子 供 達

に 必 要 な の は,決 して 厂無 垢 」 の 世 界 だ け で は な く,そ の 脆 さ を 知 り,人 間 の

本 質 が,常 に 「無 垢 」 と 「経 験 」 の 対 立 す る も の で あ る こ と を 知 る こ と な の で

あ る 。
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